
アサビ同窓会　166-0011 東京都杉並区梅里1-3-3　阿佐ヶ谷美術専門学校内 

議題1　卒業制作展・同窓会賞について 卒業式後のパーティーについて

○同窓生・在校生支援委員会の渡部氏は｢同窓会賞については投票箱の位置を工夫するなど、昨年
度の問題点を改善する。学校の賞と重なった場合は次点の人を受賞者とする｣と報告。投票の仕組み
について議論が交わされ、投票数の母数を多くする為、各科2名（視覚科は4名）に投票する形で決
定。受賞者は前年と同じに各科1名（視覚科は2名）合計7名に授与する事が挙手により承認された。
○卒業式は3月9日にセシオン杉並にて行なわれる。卒業式後のパーティーは例年通り学校側に準備
をお願いし学校で行う。
○幹事の選出は、先生方に推薦して頂き2月前半に意思確認して決める予定とし、卒業式で渡す同
窓会の案内に幹事さんの名前を明記し、学校側から渡して頂く事を確認した。

議題2　選挙の進め方、日程に関して

○秋元会長から投票用紙の草案が配られ、｢長年同窓会に協力して頂いている永吉氏を、今回被選挙
人としてリストに載せさせてもらおうと思う。前回の投票用紙のリストに、平成19年と20年の幹事さ
んの14名分が加わります。辞任の意志表示をしている方と、今回の住所の分からない幹事はグレーで
表記している。日程については2月最終週に発送、3月24日締切り、3月27日の常任幹事会前に集計
し、会議内で発表する予定です。プロフィール欄ですが、現在の状況等多少変わっている人がいるか
もしれないので、投票用紙をプリントするまでには、本人確認したい。現状の常任幹事で、プロフィー
ルを載せている人には文面を頂いて載せていきたいと思います」と説明があった。
○近年、絵画科から絵画表現科と呼び名が変わったが、表記はFAで統一し、FAを絵画科・絵画表現
科とする事とした。
○被選挙人の住所不明の方はグレーで表記し、投票できないようにする。住所がわかった時点で元
に戻す。『辞任』となっている所は、『辞任』は外して、例えば『何年度卒FA』のような形で、名前の部
分だけを空欄にする事となった。
○土橋氏より「選挙だからどう転ぶかわからないので会長枠は必要」また松岡氏から「例えばいつも
一生懸命やっている常任幹事で、選挙で落ちる場合もあり、常任幹事会を運営していく上で、『この
人がいないと困るな』という人が落選する可能性もある。その人が常任幹事会にはいつも出ますと
言って、議決権がないというのも問題があるので会長枠は必要だと思う。会長推薦により常任幹事会
の決議があれば認めるという形にすればスムーズに行くと思うし、そうすることで会長独占という形
にもならない」と意見が出て、常任幹事の新たな選出方法についても意見が交わされた。今後、常任
幹事の会長枠や決議の方法など選挙方法も含めて検討していく事とした。今回は永吉氏を推薦枠と
いう形で被選挙人として載せる事が、本人の意思確認と共に全員一致で承認された。

議題３　その他、意見交換

○土橋氏は「会議の初めに前回の議事録を承認する形をとらないと、議事録が確認されない」と意見
し、次回会議より議題1 として、前回議事録の承認をとる事となった。
○秋元氏は「ネットで集められた情報がどう流れるかというルートを確認したい。セミナーとしての蓄
積を次のセミナーのPRに使いましょうという話もあったし、住所とか会社という新しい情報もそこで
得られる可能性があり、住所管理に含めていかないとメリットがない。中退者の表記はしない事とな
るが、ただ、中退した人は自分の意志でWebにアプローチしてくれるというのはうれしいし、入学年
度の段階で会費をもらっている方もいるわけで、そういう方は自動的に同窓会から会員登録の可否を
聞いて、良ければ会員の登録もできる。セミナーの受付時に、一般で来た人がどういう状況の方なの
かという確認をして、そこで中退がわかった場合に説明をして、リストにプラスできればいいと思う。
あがってきたリストには事務局のリスト管理に情報が流れるようになればよいと思った」と述べた。セ
ミナーの連絡網についてと言う事だったが、参加申込者のリスト自体をどのように管理するかという
話から、申し込みのウェブページの表記の問題も含めて話し合いがなされた。
○今まで行なって来なかったが、
回以降のセミナーの告知や事務局で管理するリスト更新の為に活用し、この情報はセミナープロジェ
クトと事務局で共有する事とした。
○甲斐氏より「旧絵画科で聴講生という方々がいる。一年間だけ学費を払って、正規の学生ではない
が２～３人いる。同窓会にも興味があるという話を聞いたので、扱いを決めていただけるとありがた
い。会則に言う、一年以上在籍した方という中に入れていいでしょうか？」と質問があった。これは次
回の議題にあげて、議決する形に持ち越された。
○大村氏より「議事録作成の為に音声を記録していますが、会議を欠席される方もいて、話の前後を
わかり易くする為、ネット上にアップし、常任幹事内で共有していけたらと思います」との提案があり
承認された。

次回日程：2010年3月27日( 土) の15：00 ～ 17：00 ということを確認して会議は閉会した。

2009年度 第4回常任幹事会議事録

●日時
2010年1月30日（土）
15:00～17:00

●場所
阿佐ヶ谷美術専門学校内

●委任欠席（カッコ内→代理人）
日野　高（秋元）
藤川正美（大村）
勝山昌幸
益子直子

常任出席者　11名
委任欠席者　  4名
定足数成立

●議事進行
議長・進行：松岡和彦

●議事録
書記：永吉昭浩
校正・制作・文責：
秋元圭一・大村政幸

■議題
１　卒業制作展・同窓会賞について 
　　卒業式後のパーティーについて

２　選挙の進め方、日程に関して

３　その他、意見交換

●出席者　　　　　　
秋元圭一［会　長］
甲斐光省［副会長］
三好耕之［常　任］
西田一成［常　任］
渡部征明［常　任］
大村政幸［常　任］
松岡和彦［常　任］
小山　弘［常　任］
白石龍子［常　任］
富澤和治［常　任］
大野美菜子［常任代理］
土橋洋一［会　員］
永吉昭浩［会　員］

セミナー当日参加者にアンケートをお願いしてみる。この集計を次


